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それは1本のねじから始まった
日東精工にも息づく、
近代発展のDNA
群馬県高崎市郊外にある曹洞宗「東善寺」に１本のねじが展示されています。
一見、何の変哲もない古いねじですが、じつはこれ、日本近代化のシンボルとも
いえるもの。東善寺ゆかりの小栗上野介忠順が、今から150年以上も前にワシン
トン海軍造船所から「こういうものをどんどんつくれる国にしたい」と持ち帰ったも
のです。小栗公のその思いを今、当社日東精工は受け継いで「形」にしています。

　小栗上野介といっても、学校の教科書にも登場し
ないので一般の認知度は低いのですが、幕末に遣米
使節団に目付として加わり、見聞しながら世界一周
をして日本に帰ってきた人物です。
　咸臨丸の勝海舟が有名ですが、咸臨丸はサンフラ
ンシスコまでの護衛の役割にすぎず（勝海舟は航海
のほとんどを船酔いで寝て過ごしていたという話も
あります!?）、いずれにしろ日本からポウハタン号、
そしてナイアガラ号などを乗り継いで、サンフラン
シスコだけでなく、ワシントン、ニューヨークそし
てアフリカ喜望峰を周ってインド洋経由で帰ってき
た小栗上野介のほうが、この視察については、本家
本元、果たした役割は大きいのです。

ワシントン海軍造船所視察が
日本変革のきっかけになる

　ワシントンの造船所を間近で見た小栗上野介はそ
の「凄さ」に目を瞠ります。日本の技術、いってみ
れば国力が、欧米のそれにとうてい及ばないことを
悟り、これを見倣い追いつき追い越すことを目指し、
帰国後、横須賀製鉄所（造船所）着工に尽力します。
　莫大な金をかけるよりも船を外国から買ったほう
が安くつくという反対の声には、修理メンテナンス
などを考えれば自前技術を育てたほうが長い目で見
れば安くつく、また、すでに徳川家が力を失いつつ

あった時代、幕府がそういったことに手をつけても
先がどうなるかわからないといった声にも『幕府の
運命に限りあるとも日本の運命に限りなし』と信念
を曲げることはありませんでした。
　日露戦争、対馬沖の日本海大海戦で日本が勝利し
た理由のひとつに、長い航海で船底やスクリューに
ついた貝殻などで戦闘能力が半減していたバルチッ
ク艦隊に対し、帝国海軍は横須賀のドッグで十分な
メンテナンスを終えて万全な状態で出港できたこと
が挙げられます。実際、東郷平八郎元帥は「日本海
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上の写真はワシント
ン造船所を視察した
小栗上野介（前列右
から2人目）。下の写
真は日本からアメリ
カに渡ったポウハタ
ン号の模型。どちら
も東善寺所蔵
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海戦で勝利したのは小栗さんのおかげ」と公言し、
後に「仁義禮智信」という感謝の意を書に表し小栗
上野介の孫に贈っています。小栗上野介の先見の明
が、まさに証明されたものです。
　横須賀製鉄所（造船所）が着工したのは慶応元年
で、完成したのは明治２年です。しかし明治２年は
いわばフル稼働になった年で、慶応年間からすでに
運用は始まっていました。一般に近代化は明治から
という印象を抱きがちですが、造船所のみならず鉄
道、新聞、ホテルに株式会社……初めてヴィジョン
を描いたのは小栗上野介でした。
　つまり幕末、小栗上野介がアメリカから「ねじ」
を持ち帰ったときから、日本の近代化は萌芽してい
たのです。

小栗上野介の思いを受け継ぐ日東精工

　さて小栗上野介がワシントン海軍造船所、そして
彼が着工をすすめた横須賀製鉄所（造船所）は、た
とえば川の流れを利用して水車をまわし、粉をひく
といったシンプルなものでなく、本格的な蒸気機関
を原動力に用いたものでした。また単に部品を組み
立てるだけの工場でもありません。船はすべてが鉄
でできているわけではありません。ロープや帆も必
要、建物には木材も必要、造船所はそういったすべ

ての資材や部品を調達・加工する、必要な道具も自
前で製造する、ありとあらゆる技術が集約した、い
わば総合基地のようなものです。
　そして多くの人間がかかわっていくうえでそれを
統括するシステムづくりも必要で、陽が昇れば働い
て沈めば休むというスタイルが当たり前だった時代
に「定時出勤」「残業」といった概念を導入したり、
技術継承やリーダーをつくるために「学校」をつく
ったりし、人づくりにも力を注ぎました。
「こういうものをどんどんつくれる国にしたい」と

「ねじ」を持ち帰った小栗上野介。日東精工はその
小栗上野介の想いを実際に「形」にしているのです
が、つながりはそれだけではありません。当社では、
ねじだけを製造販売するのではなく、ねじを製造す
る工具や金型、ねじ締め機やねじ締めロボット、あ
るいは組み立てラインまでをフォローしていますが、
この事業は、横須賀造船所の「技術の結集・総合
力」という点でもつながります。小栗上野介が仏語
伝習所などの学校を開設したように、当社も民間工
業教育機関として中堅技術者の養成を目的とした

「綾部工業研修所」を設置して50年になります。
　小栗上野介と「直接的」なご縁はありませんが、
彼が描いた日本の近代化の設計図のうえで、当社、
日東精工も発展し続けているといえるのです。

東善寺と小栗上野介 横須賀製鉄所
　徳川幕府からすべて
の役を辞し群馬県高崎
市に隠遁する準備を進
めていたが、西軍に処
刑される。西軍（官軍）
に歯向かわず戦わずし
て殺された唯一の幕臣。
明治政府から逆賊逆臣

として扱われたために歴史の表舞台に登場しないが、近
年その偉業が見直されつつある。東善寺には墓があり、
関連資料展示もされている。村上泰賢住職著『小栗上野
介 忘れられた悲劇の幕臣』（平凡社）あるいは東善寺ホ
ームページhttp://tozenzi.cside.com/　などご参照。

　最初「製鉄所」という名前がついたが、い
わゆる溶鉱炉がある「鉄」そのものをつくる
施設ではなく、その後造船所と名前変更。海
軍工廠となり、戦後は一部米海軍の施設にな
っている。富岡製糸場がユネスコ世界遺産に
認定されているが、富岡製糸場は横須賀製鉄
所フランス人技士の協力を得て、また横須賀
の技術や図面を応用してできたもので、横須
賀製鉄所（造船所）の妹にあたる。なお、
2015年は創設150周年にあたり、現在横須賀の
記念艦「三笠」の展示室で「日本海海戦と横
須賀製鉄所展」が開催されている。

　ト ヨ タ 自 動 車 で は 次 世 代 車 両 技 術「 TNGA
（Toyota New Global Architecture）戦略」をすす

めています。これは部品の共通化、標準（モジュー
ル）化によって、あるいは複数の車種を同時に企画
するグルーピング開発などによって、コストを大幅
削減。このコストを、たとえばユーザーの嗜好や地
域特性にかかわる部分に振り分けて差別化を図り

「もっといいクルマ」を実現しようというもの。関連
サプライヤーも含めた総力戦で、その効果を最大限
に引き出していく“次世代に向けた設計改革”です。
　具体的な製品をここではご紹介できませんが、当
社・日東精工もこの「TNGA」に参画しています。
内 装 部 品 の サ プ ラ イ ヤ ー が ト ヨ タ 自 動 車 か ら

「TNGA」に関する栄誉ある賞を受賞。これはこれ
までの「多方面組付」を設計変更し「一方向組付」

にして、つくりやすく効率アップさせるプランが高
く評価されたものです。そしてこの受賞内容に基づ
いた仕様で、当社産機事業部が内装部品の組付設備
を受注し、設計・組立・納入をサポート。それまで
の工程数を４分の１、加工コストを２分の１まで抑
えることを実現しています。前号の「ニュースレタ
ー」でもご紹介しましたが、当社の技術や製品はク
ルマの部品などに既に多数採用されていますが、新
しい流れにも着実に対応。自動車産業への注力を今
後、ますます
加速化させて
いく予定です。

次世代車両技術戦略「TNGA」にも関与、
表彰された新しいクルマの流れに、当社も着実に対応しています。

当社ゆるみ止めねじ「アプスロック」が
国内メーカーの海外戦略に
採用されました

当社のねじキャラクター
「ねじっとくん」と命名しました !

NITTO’s TOPICS

　この度、某国内メーカーのインドネシア向け二輪
車の重要部品に、当社のゆるみ止めねじ「アプスロ
ック」が採用されることになりました。
　東南アジアモデルのハンドル部に採用されていま
すので、今後はインドネシアだけでなく他のアジア
の国々、たとえば、インド、マレーシア、タイ、ベ
トナムなどへの展開も期待できるものです。これは
当社ファスナー戦略販売課が中心になって動いてき
た成果のひとつであり、四輪車だけでなく二輪車分
野でも伸長、そしてグローバル化の加速を期待する
一例です。

　ねじキャラクターのニックネームを募集したとこ
ろ、全国紙、地方紙、業界紙をはじめ、WEBニュ
ースなどで取り上げられ、またMBSラジオでアイ
ドルグループ「私立恵比寿中学」が話題にしてくれ
たこともあり、1225通の応募がありました。厳正な
審査の結果、愛称として「ねじっとくん」を採用す
ることにしました。名づけ親である春田様（京都府
長岡京市）には謝礼（記念品）として京都府綾部市
の特産品をお送りし、また応
募者のなかから抽選で３名様
にも特産品をプレゼントさせ
ていただきました。審査結果
の詳細は当社ホームページに
掲載しています。

※なお、このキャラクターは外部のクリエイターの方にお願いを
したものではなく、当社日東精工へ研修にやってきたインドネシ
ア現地法人社員のアイデアによるもので、社員一人ひとりを大事
にする、そしていろいろな価値観を寛容しグローバルに展開する
当社・日東精工を象徴するものです。

アプスロック
めねじの構成要素の中で比較的安
定した（バラツキの少ない）フラン
ク面へ特殊ねじ山形状を干渉させ
ることにより、めねじ精度に影響
を受け難く安定したゆるみ止め効
果を発揮するゆるみ止めねじです

TNGAの第1弾は4代
目プリウスの予定。
画像はトヨタHPより
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新 ・ 人 生 の ね じ を 巻 く 教 え ❺

発行：日東精工株式会社企画室 ☎0773-42-3739  http://www.nittoseiko.co.jp/
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『人生の「ねじ」を巻く77
の教え』（ポプラ社）は当社
オリジナル教則本を一般
向けに再編集したもの。
書籍に掲載していないも
のや重複しても更新して
いくべきものなどを随時
ここでご紹介していきます。
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山
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偲
ば
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堂
は
珍
し
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瓦
葺
。
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迦
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蔵
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所
蔵
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般
社
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法
人
綾
部
市
観
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協
会

ね じ の あ る 街  ・ あ や べ の 魅 力


